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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞増殖に関与する転写活性化因子です。コードされているタンパク質はM期にリン酸化され、サイクリンB1やサイクリンD1といった複数の細胞周期遺伝子の発現を制御します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	FOXM1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。

